
                           

 

【事業の目的】 
 ふるさと納税のお礼品を通じ、「地域資源の発掘」「地域における商品開発

力の向上」「事業者間連携の促進」による、市内事業者の売上向上とふるさと

納税の寄附金額の向上を図ります。  

 

【事業の内容】 
○  深谷市ふるさと納税お礼品魅力向上プログラム「深谷Ｒ＆Ｓラボ」  

お礼品の参加事業者を対象に、深谷市ふるさと納税お礼品魅力向上プログ

ラム「深谷Ｒ＆Ｓラボ」として、毎月１回の勉強会や、事業者のコラボレー

ションによる商品開発を行いました。  

地域事業者が一丸となって、深谷市の魅力を全国に向けて発信しよう、深

谷の地域を盛り上げようと励んでいます。  

○  「Ｒ＆Ｓ」は「論語と算盤」  

近代日本経済の父、渋沢栄一翁が唱えた、道徳経済合一説から取りました。  

・Ｒ＝論語  民間事業者を中心とした取組により深谷市の魅力が高まる  

・Ｓ＝算盤  市内事業者の経済活動が活性化する  

論語と算盤の両輪により、本市の地域資源の魅力を高められるお礼品を目

指していこうという意味を込めています。  

 

【事業年度】 
 平成 28 年度  

 

【予算額（千円）】 
 １２，３１２千円  

 

【財源】 
 一般財源（市）  

 

ふるさと納税お礼品魅力向上プログラム事業 

－Ｎｏ .１６  深谷市－ 

分野区分  Ｃ  



【事業実施に至った背景・経緯】 
深谷市は平成 27 年７月から、現行のふるさと納税の寄附受付を始めました。 

○  平成 27 年度の取組～お礼品国民投票～  

市内事業者からふるさと納税のお礼品に参加する事業者を募り、インター

ネット上の国民投票を実施しました。  

「ふるさと納税のお礼品」という商品の出口を活用し、事業者の創意工夫

を引き出すことで、地域資源の発掘や魅力向上に取り組みました。  

○  平成 28 年度の取組～深谷Ｒ＆Ｓラボ～  

国民投票を変更し、要件に当てはまる全ての市内事業者が、お礼品の出品

に随時参加できることとしました。  

参加事業者には、深谷Ｒ＆Ｓラボで、地域資源の発掘や魅力向上に取り組

んでもらいました。  

 

【事業のＰＲポイント】 
○  事業者間連携の促進や地域の商品開発力の向上を目指した勉強会を、年間

を通して行い、ふるさと納税制度を事業者のスキルアップに繋げるという取

組は、全国的に見ても例がないものです。  

○  取組を通じて、新たな事業者間コラボの商品を全国へお届けできる流れが

構築されたのは、全国にない地域資源の結晶と言えます。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
○  平成 28 年度ふるさと納税寄附件数及び寄附金額の実績（３月末日速報値） 

・10,968 件（前年度比 357.4％） ・2 億 9,601 万円（前年度比 170.9％）  

○  深谷Ｒ＆Ｓラボを通じて考案されたお礼品の状況  

・お礼品数  32 種類  ・申込件数  480 件  ・申込総額  2,211 万円  

○  今後の展開  

今後は、ふるさと納税制度を通じて地域事業者が身に付けた、自らの産品

を全国に送り届けるノウハウを、e コマースなどで実際のビジネスにおいて

も生かすことで、地域産業の活性化につなげていきたいと考えています。  

 

【参考資料】 

 ・ふるさと納税リーフレット秋冬版  表紙・裏表紙  

 

〔  連絡先  〕  

  企画課  行革推進係    ０４８（５７４）８０９６（直通）  
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